
学校関係者評価委員会 

令和 3 年度第２回委員会 議事録 

１．日時および場所    

   日 時：令和 4 年 2 月 8 日(水) 18：00～19：30 

  場 所：修成建設専門学校 161 教室  

   

２．出席者（順不同、敬称略）    

   委員    

丸山 徹、土井 啓安、相賀 勝、藤田 晴樹、鈴木 邦彦（代理：阿部 明博）、大槻 憲章、森本 起三子  

（計 7 名）   

学校（オブザーバー）   

山下裕貴（理事長）、堤下隆司（校長兼ガーデンデザイン学科科長）、見邨佳朗（副校長兼専科 1 級建築士 

科科長）、谷川博康（学生相談室室長）、増田和浩（建築学科昼・夜科長）、鍵谷啓太（空間デザイン学科科 

長）、玉井香里（建築 CG デザイン学科科長）、釜友知與子（専科 2 級建築士科科長）、山本順也（住環境リ 

ノベーション学科副科長）、野瀬孝男（土木工学・建設エンジニア学科科長）、亀井哲男（事務局長）、藤本 喜 

代志（広報部長代理）（計 12 名）    

                                      （参加者合計 19 名）   

３．配布資料    

資料 1-1：令和 3 年度第 2 回委員会 議事次第   

資料 1-2：委員名簿   

資料 1-3：令和 2 年度学校関係者評価委員会評価報告書(案)  

資料 1-4：パンフレット類等（求人パンフレット・合同企業説明会冊子・サポート＆キャリアプログラム 

冊子・卒業展チラシ・二級建築士講習会チラシ） 

 

４．議事次第    

(1) 開会挨拶   

堤下校長の挨拶ならびに本日の議案説明、藤田委員長の開会挨拶（OL）に続いて、山下理事長より 

挨拶がなされた。  

(2) 議 案   

令和 2 年度学校関係者評価委員会評価報告書(案)について   

令和 2 年度学校関係者評価委員会評価報告書(案) （資料 1-3）についてその内容が承認され、委員会 

より修成建設専門学校に報告書が提出された。  

(3) 各学科令和 3 年度各学科課程修了報告   

各学科長より令和３年度課程修了の報告がなされた。   

① 建築学科（昼夜）：増田委員   

昼間部 1 年生 6 クラス、2 年生 7 クラス、夜間部 1 年生 2 クラス、2 年生 1 クラスとも無事課程を 

修了。 

           昼間部 1 年生休学者の中に 4 名未入国の留学生がおりいまだ入国の目処が立っていない。次年度入 

学に向け指導をおこなっていく。2 年生の進路未決定者（大学編入結果待ち含）に対し決定できる 

よう指導していく。夜間部はコロナの影響か仕事の忙しさやリモートの関係か欠席が目立っている 



昼・夜間部同様に進級、卒業が決まるよう指導をおこなっていく。 

② 建築 CG デザイン学科：玉井委員   

1 年生、2 年生各 1 クラス課程修了。 

今年度新たにバーチャルツアーを CG 演習で取り組んだ。作成した学校施設のバーチャルツアーを 

4 月から本校 HP で見ることができるようになる。また卒業展にて学生デザインのバーチャル空間 

で学生作品を動画も含めて展示する。この取り組みは「TEAM EXPO2025」の共創チャレンジと

して申請を予定している。  

③  空間デザイン学科：鍵谷委員   

1 年生、2 年生各 2 クラス課程修了。  

コロナ禍 2 年目の影響か、1 年生で学習に対するモチベーション低下により授業についていけない 

学生が数名出た 1 年であった。このことを踏まえ、次年度は学生の心のよりどころになるような体 

 制づくりをおこなう。今年度の 1 年生は新カリキュラムの初年度となり、より明確に学科の目指す 

スキル、資格につながるよう学習をおこなった。また 2 年生においては、昨今の課題である SDGｓ 

について授業内で設計課題に取組んだ。卒業設計の課題としても取組み外部団体に発表をおこない 

高い評価をいただいた。さらに産学連携においても活動が一定の評価をいただけた。 

④  住環境リノベーション学科：山本委員   

１、2 年生各 1 クラス課程修了。 

1 年生はコロナ禍での新カリキュラムスタート、2 年生は旧カリキュラムという中で、実習に工夫 

をして実施した。次年度は、現 1 年生が 2 年生になった時に更なる改善をこころみ、授業を展開し 

ていく。また、2 級建築施工技術検定の合格者数増に向けサポートをおこなっていく。 

⑤  土木工学科・建設エンジニア学科：野瀬委員   

土木工学科・建設エンジニア学科ともに１、2 年生各 1 クラス課程修了。 

長引くコロナ禍の影響で自由度は低い中、新しい建設機械展、建設技術展の橋梁コンテストに参加 

することがでた。また各種技能講習や特別教育も予定通り終了、2 級土木施工技術検定は多くの 

合格者を出し、資格面もいい状況となった。その他に夏休み期間でドローンフライトシミュレー 

ター講習もおこなうことができ、今年度のカリキュラムも無事終了することができた。コロナの 

影響で、後期試験を受けることができなかった学生への再試、追試のフォローをおこなっていきた 

いと考えている。 

⑥  ガーデンデザイン学科：堤下校長   

１、2 年生各 1 クラス課程修了。 

1 年生の留学生 1 名未入国。次年度入学に向け指導をおこなっていく。2 年生の進路は全員無事に 

終了。資格に関しては 2 級造園施工技術検定 81.8％、コロナで 2 年中止となっていた造園技能士は 

1 年と 2 年合同で受験となり、2 級は 1 名、3 級は 82.3％という結果となった。1 名高校在学中に 

2 級造園施工技術検定 1 次試験に合格している学生は、2 級土木施工技術検定を受け合格した。ま 

たエクステリアプランナーも 3 名合格。次年度はさらにすべての資格で合格率を上げたい。実習で 

は長年西淀川区と産学連携をしており、次年度は新プロジェクトとして西淀川緑陰道の設計・施工 

に取組むこととなった。校舎裏の公園の維持管理と実習場としての使用も引き続きおこなっていく。 

⑦  専科 2 級建築士科：釜友委員   

今年度の二級建築士最終合格率 80.8％という結果となった。学科試験対策期間の当初は対面授業 

でスタート、残り 2 か月半はオンライン授業となった。コロナの状況を見ながらの登校を実施 

して学習面のフォローや質問対応をした。前年度からの改善として Google Classroom での採点 

と個人成績管理、宿題の提出等を行い個別のサポート指導を強化した。次年度の合格率を上げる 



ため、各テスト後のグループ学習で教え合いをおこない理解力のアップをしていく。製図に関し 

ては、講師間での良好な打ち合わせ連携が功を成し、指導に役立てることができた。結果、昨年度 

より高い合格率を達成できた。進路に関しては 87.8％の決定。引き続き指導していく。今年度の 

反省点を活かして、次年度に向け頑張っていきたい。 

⑧  専科 1 級建築士科：見邨委員 

今年度から専科 1 級建築士科をスタートさせた。コロナ禍の中、授業出席もほぼ 100％で全員受験 

となった。結果として、学科は全国平均 15.2％で本校は 37.5％。製図は難易度が高く全国平均 9.9％ 

という厳しい中、2 名の合格者を出した。次年度の 2 期生は 1 月にオリエンテーションを実施し早々

とスタートを切っている。全員合格を目指して取り組んでいく。 

⑨  学生相談室：谷川委員 

長引くコロナ禍で各種相談を受けたが、今年度はメンタル面から学業の継続に関する相談を様々 

受けた。各担任、保護者と連携を取り、卒業、進級に向けサポートを継続していく。 

⑩  事務局：亀井委員 

求人が 2,000 社を超え、新たな結び付きができた。進路決定率も 90％を超えている。また活動中の

学生もいるので引き続きサポートしていく。また、コロナ関連での退学がなかったことは様々な面

でのサポート体制が整っていることからだと考えており、引き続きサポートしていく。 

今年度は学校でのコロナワクチン職域接種を実施したが、皆様のご協力もあり、無事終了すること    

ができた。3 回目の接種も検討をしているので新たな動きが出たらお知らせする。最後に学校 

は紙を手渡しする機会が多い中、ペーパーレス化もかなり進めることができ、そういった意味でも 

SDGｓに繋がる活動になったことや働き方改革についてもしっかりと取組みができたと考えてい 

る。今後も引き続き力を注いでいく。 

 

５. その他   

（1）質疑応答・ご意見  

□関西・大阪万博開催に向け、本校学生が協力すると聞いているがどのような内容でしょうか？  

万博開催に向け、チームエキスポ 2025 の「共創パートナー」に申請し受理された。チームエキスポ 2025 

は「共創パートナー」と「共創チャレンジ」があり、チャレンジを生み出す学校、団体等がパートナーと 

位置づけられる。内容としては SDGｓへの貢献と Society5.0でデジタル技術での社会貢献がある。先ほど 

報告のあった建築 CG デザイン学科のバーチャル空間での卒業作品展示の取組みは後者となる。この取組み 

の登録申請を準備している。また、ガーデンデザイン学科の西淀川区との産学連携で新年度に開始する西淀 

川緑陰道の設計、施工の件も申請予定である。このチャレンジが会場のパビリオンで展示されるので、採用 

されるよう今後も様々なことに取組んでいく。 

  □資格サポートに関するご意見 

   資格取得については、先生方、職員のみなさんの努力・サポートでいい結果の報告をいただいた。修友会 

   でも資格取得に対して、現在助成金の検討をおこなっている。今後も学生、卒業生に対してのサポートを 

   お願いしたい。 

  □ガーデンデザイン学科の募集状況はどうでしょうか？ 

   今年度の募集は現時点で定員を満たした。次年度もこの状況を継続できるよう活動をおこなう。 

   ご意見 

   東京都では、人口が減少した豊島区の活性化として新しい公園を作ることをおこない成功している例が 

ある。また環境緑化は SDGｓにも大きく貢献できる仕事なので、入学募集そして、この業界を担う人材 

の育成を引き続きお願いしたい。 



  □コロナ禍での学生指導は大変だと思います。モチベーションの上がらない学生への指導に手を取られて 

積極的に活動ができる学生への指導に手がまわらない状況になっていないでしょうか？ 

コロナの状況対応に加え、各レベルに合った指導を教員はしっかりおこないサポートをしている。 

   □ご意見 

   コロナ禍大学等で通えない状況が続いた中、オンライン授業だけでなく、しっかりと対面授業や実習と 

   御校含め、専門学校は非常に頑張ってくれていると思う。国の基幹産業である建設を学ぶことができる 

御校には今後も教育をしっかりおこなっていただきたい。 

  □未入国留学生に関してもう少し聞かせてほしい 

   建築学科の未入国 4 名のうち 2 名は、2 年間入国ができていない状況。次年度入学予定者でも 1 名未入国。 

   現状、オンラインで対応しているがそれだけでは伝わらない内容もある。実習、演習はなかなか難しいの 

   で対面授業を受けてもらいたい思いはある。4 月入学に間に合うよう入国が叶う状況に早くなってもらい 

たい。 

  □就労外国人入学のお願いは可能か？ また、オンラインの学習は難しいでしょうか？ 

   国もオンライン授業の単位認定は、半分まで認めるとなっている。今年も緩和するという話も出ている。 

   本校では大学と違い、実習・演習も多い。そこでオンライン授業は厳しいと思われる。 

   今後はリカレント教育等新しい教育も模索していき、2 年間だけではなく短い期間や資格対策等これから 

   考えていかなければならないと考える。 

  □本校から委員に対し質問 

    採用に際して留学生に求めるレベルはどの程度を考えておられますか？ 

   委員からの回答 

     縁もあってスリランカからの実習生を受け入れ、建設機械オペレターの教育をしている。施工管理者を 

   若手から育てるため母国で日本語を学び、当初は御校に入学受け入れをと考えていた。しかしながら日本 

語レベルが上がらないこと、コロナで出国もできないこともあり進んでいない。採用を考えるレベルとし 

ては 2 級建築施工技術検定１次試験合格、または同等レベルであるとありがたい。 

   □卒業生の再就職サポートに関してはどうでしょうか？ 

   個々で相談があり対応している状況である。今年度進路係を６名に増強した状況であるので、企業からの 

   ニーズと卒業生のマッチングができるよう進めていく。また、一級建築士等国家資格取得者の報奨金も 

   インターネットでの手続等簡素化する。このように卒業生へのサポート、接点を増やすようにしていく。 

 （2）堤下校長より   

   □「求人について」 

   毎年お願いしている求人だが、インターンシップも併せて協力のお願いしている。採用前に学生との接点 

が持てる機会でもあるので、協力のお願いを引き続きしていく。求人数は報告にもあった通り、2,000 社を 

超える結果となっている。次年度も協力のお願いを続けていく。 

   □「建設業界サポート＆キャリアプログラム」について 

   昨年スタートしたプログラムで、看護・医療系以外では本校が初であると思われる。入学予定の高校 3 年 

   生と在校生 1 年生対象で、今年度の協力企業は昨年の倍の 20 社に協力をいただけることとなった。昨年度 

は 2 名の採用決定という結果であった。今年度は 7 名の申請がありこれから審査となる。次年度も協力 

企業を増やす活動とプログラムの周知をおこなう。 

  □「合同企業説明会ウィーク」について 

   本校独自の企業説明会で参加も本校の学生のみである。スタート当初はグランフロントのコンベンション



ホールで実施していたが、コロナの状況になってからはオンラインでの開催に変更をして実施している。

今回は 2 週間の期間を設け 150 社の協力で実施となる。新 2 年生は、この説明会をキックオフとして就職

活動に入っていく。 

 □「卒業展 2022」について   

２年生が取り組んだ卒業設計の436作品中から奨励賞 48作品が選出され、学内審査により25作品に絞り、

その中から２次審査で教育課程編成員会 外部委員にグランプリ、準グランプリの作品を選出。受賞学生の

プレゼンテーション会をおこない、その模様と全受賞作品をＨＰで配信する。更に本年度は、学外で学科別

展示会をおこなう予定である。 

□「二級建築士（学科・製図）試験対策講習会」について  

二級建築士を目指す在校生や卒業生をはじめ、一般の多くの方を対象としたオンライン講習会を昨年に 

引き続き開催する。リカレント教育もますます注目されている中、今後は他の資格対策にも拡げ充実を 

させていく。 

以上 

 

（記録・文責：藤本喜代志、増田和浩） 


